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英⽂原著 1 * Ishida F, Hu A, Yamaguchi T, Naraoka Y,
Kobayashi H

The effects of green kiwifruit ingestion on digestive
health, blood flow, skin health, and the autonomic
nervous system.

Health, 2021; 13: 647-659

英⽂原著 2 * Hitomi Irizawa,Hiroyuki Kobayashi, Junko Sakurai,
Saori Karasawa, Shiori Kawasaki.

A Study of the Challenges of End-of-Life Care for
Teraminal Patients in Acute Care Hospital Journal of Clinical Ethics, 2021; 9(0) : 5-19
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論⽂ 著者名 論⽂名 掲載誌名, 掲載年︔巻（号）︓ページ番号 国際共同

和⽂原著 1 松井美咲、菅野　範、⼤澤謙⼆、⼩林弘幸 ガム咀嚼による唾液中S-IgA分泌の影響―オープンランダム化
クロスオーバー試験― 薬理と治療, 2021; 48: 2161-2166

区分 番号 著者名 論⽂名 掲載誌名, 掲載年︔巻（号）︓ページ番号 国際共同

和⽂総説 1 ⼭本 宗孝, 唐澤 沙織, 南⾕ 和沙, ⾼橋 潤平, 松本 雅
弘, ⽥村 典⼦, 養⽥ 絢⼦, 川崎 志保理, ⼩林 弘幸

特集【COVID-19感染拡⼤状況における医療安全】
コロナ禍での「安全な」病院内会議・研修会開催への取り組
み

安全医学，2021 ; 17(2) : 30-35

区分 番号 著者名 書籍名 出版社名, 出版年, ページ番号等 国際共同

和⽂著書 1 雪下岳彦、⼩林弘幸 便秘の⾃律神経調節療法.令和版実施臨床に役⽴つ便秘
診療マニュアル 協和企画, 2021, 169-173

和⽂著書 2 ⼩林弘幸 ウエアラブルセンサによる⾃律神経計測の効果と展望 ⼈間情報学, 2021, 103-105

⾼齢者⾝体機能運動研究開発講座

⼩林　弘幸

開設の⽬的・概要　等

本研究講座では、⾼齢者の“⽣活の場”へ直接介⼊し、フィールドリサーチを展開する構造を構築することで、エビデンスに基づいた健康増進への取り組みおよびフレイル予防法を確
⽴すること、特に転倒防⽌に関しては、これまでの当院での研究成果を元にさらに発展させ、新たな知⾒を本⾼齢者施設だけでなく、全国の医療機関へ発信していくことを⽬的とす
る。
また、⾼齢者の転倒防⽌に関する指導、服薬指導は医療安全の観点からも⾮常に重要であり、積年の課題である。本研究講座において、横断的な分野での⾼齢者の安全管理
の知⾒を有する研究者を育成することも⽬的とする。
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国内学会発表 1 唐澤沙織，⼭本宗孝，⼭⼝琢児，胡愛玲，川﨑志保
理，⼩林弘幸 炭酸⽔摂取による抗ストレスに与える効果の検証 第21回⽇本抗加齢医学会総会, 京都, 2021年6⽉25

⽇-6⽉27⽇

区分 番号 講演者名 講演タイトル 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 養⽥　絢⼦ COVID-19影響下での発⽣インシデントに対する考察〜⾼

齢患者の外来転倒に着⽬して〜

46回⽇本外科系連合学会学術集会, ワークショップ
6;COVID19時代の医療安全、リスクマネジメント, Web開
催, 2021年6⽉17⽇-6⽉19⽇

区分 番号 研究者名 活動の名称（執筆、出演、受賞等）  執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 川﨑　志保理，唐澤　沙織 病院機能評価広報誌（Improve）取材 公益社団法⼈　⽇本医療機能評価機構，2021.6.8

その他
（広報活動を含む）

2 養⽥　絢⼦ ⽇本医療機能評価機構　　医療事故情報収集事業　専
⾨分析班　「外来化学療法に関する事例の検討」 ⽇本医療機能評価機構


